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I-28   峰 誦0漫壼購たょに関する二二のオ察
一一斜働漫通流ム欠験と小試験比て

いの流忠について一一
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この報各慮建設ガ上未所えォて
' 40率
春1クホ羽か菫構内ざ♯めた外働浸速流よに関する基本実験

と、以前いら夭七川上流史流菫撃川の美ゎダ
.去
流以に設けである実力小試験比とから得られた流土に

関する資料から,と くに眸:駒薇の流土近減に関してオ察しうること=遠ヽてみたものである。
ヨ.料 働晨遠流土史験

われわれが設げな及達の実験斜働は、前水が不化和土砂層

を晨達流下する現象:な見るための、結型のテインノータ́ ざ

縦'π′横ノ記′訪めた上膨局脅落ぶク"cれ,傾科角は2,°とした。

晨達九ム水は,外働下端中夫′t達滞ざれた'を通じて、軽倒

十:tよ,て流ム壼を猥Jえて“きる。

2の期日贅のものをよ基諷ヶ.ぅ ち1患には脚“ケ(a″=a′4,υ

を、′基には組″(4=aお れπ)を、残クの3碁には関東υ―

ム上(4=ο.`ο′"れ)を詰め、ロームムJ基に0それギれ、ビニー

:争晟させて蒸散を促した1の、何も施きない裸光とした。

'u t  t  *tr (,*.* t  lrbl c k t,  q, t

み斜働からの比働嵐蒼供壼ぉょず春層の水か壼の交ィヒのた壼"な測たは、晟↓興味を持っ∴点、ぞ
'あ

.      る が 有効な資料は得られ「、オg当期間の水収え″=ら進鼻しk。

降詢:=ついては、告バ降綺によるほか、魚降詢時″ゞ̀
続く場合には.人エタ,な注水1試みた。

ある適Jな峰的による.各斜駒のイ猟b"層を流下して浸達九嵐する水壼と親緊してみると、″につ
いては子濃!通り粗″夕のオが細″ょりも早く多く流虫レ早く濱表し、上については薇薇して点分を押倒
したもの。革セ警汽して嵐依きにした■の.|●l↓たさい もヽのの1員に晨達流ム重が多く晏く続く顧飼

卜     が 見られる。(曰-1)

このえ出沢滉も、眸薇前の降詢の有無によって流土壼ぉょびその時Fal違れ↓異なる=とから,浸達
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